　＜評価項目１７＞
特記課題（供用当初一年間における課題と対策）
	　当浄化センターの供用開始後は、特記仕様書ｐ７～８「【参考】供用当初１年間（初期運転）の状況」に記載する状況のもとで運転、運用を行うことから、このような運転、運用条件から考えられるリスクやトラブルなど、留意すべき課題に対し適切に対策を講じ、放流水質基準を遵守した施設の安定稼働を確保する必要があります。そこで、供用当初一年間において、以下の３つの事項に関し、どのような点に留意するか、トラブル等を防止するためどのような対策を行うか、トラブル等が発生した場合どのように対応するか等について具体的に記述してください。記述された内容については、主に公社との連携という視点でヒアリングを実施し、入札参加者からの説明の後、質疑を行い、記述内容及びヒアリング結果から本項目について評価を行います。なお、記述は３つの事項毎に別紙様式１以内としてください。
(1)当初植種予定の種汚泥(３段目反応槽にてMLSS濃度約５００ｍｇ/L)の育成について
(2)水処理施設の初期運転について
(3)水質・機器等の異常への対応について


	＜評価の視点＞

１　提出書類
・それぞれの課題における留意点は妥当か？
・トラブル等の防止対策は適切か？
・トラブル発生時等の対応策は適切か？
２　ヒアリング
・　各課題における留意点、トラブル防止対策、トラブル発生時の対応策等について、説明内容が分かりやすく説得力があるか？
・　委員からの質問への回答も含め、説明内容は提出書類の記載内容との矛盾がなく、整合しているか？
· 説明内容は提出書類の記載内容の範囲内（補足説明を含む）で、提出書類の記載内容と無関係な事項が含まれていないか？
３　評価方法
　提出書類及びヒアリングについて上記の視点等に基づき評価し、提出書類とヒアリングを総合して、各課題ごとに入札参加者の提案内容が評価できるか否かを各委員が判断し、評価できる場合は当該項目について５点を加点し、評価できない場合は加点しないものとする。
　３つの課題それぞれに対して評価できるか否かを判断し、各委員が評価できる項目数を決定、その項目数に５を乗じて各委員の項目１７の評価点を算出する。（評価できる項目が３つ→１５点、２つ→１０点、１つ→５点、なし→０点）



（様式第１０－１号）　＜評価項目１７＞　　　会社名　　　　　　　　　　　
ヒアリング課題（供用当初一年間における課題と対策）
	 (１) 当初植種予定の種汚泥(３段目反応槽にてMLSS濃度約５００ｍｇ/L)の育成について
【留意点】
【トラブル防止対策】

【トラブル発生時の対応】

※当様式の書式(フォント、ページの行数等)は変更しないこと。使用時は、この行を抹消して下さい。

(２) 水処理施設の初期運転について
【留意点】
　
【トラブル防止対策】

【トラブル発生時の対応】

※当様式の書式(フォント、ページの行数等)は変更しないこと。使用時は、この行を抹消して下さい。
(３) 水質・機器等の異常への対応について

【留意点】
【トラブル防止対策】

【トラブル発生時の対応】
※当様式の書式(フォント、ページの行数等)は変更しないこと。使用時は、この行を抹消して下さい。



（様式第１０－２号）　＜評価項目１７＞　　　　会社名　　　　　　　　　　　
特記課題（供用当初一年間における課題と対策）
	






特記課題（供用当初一年間における課題と対策）の項目（１）～（３）の記載内容を補足説明する図、表、写真等を、１項目につきＡ４版１枚以内で添付してください。


※（１）から（３）すべての項目に補足説明用の図表等を貼付する場合、Ａ４版３ページとなります。３つの項目全体で３ページ以内であっても、１つの項目について１ページを超えることのないようにしてください。１つの項目について１ページを超える部分については評価対象としませんので注意してください。





（補足説明する図、表、写真等がない場合も、補足説明の図表等がない旨を記載し様式第１０－２号を提出してください。）















